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ムやデータ利活用事業などの新事業への研究開発費投資を行ったことで、1 億 42 百万円増加し

ました。 

これらの結果、営業損失は３億 16 百万円(前年同期は３億 72 百万円の営業利益)となりまし

た。 

営業外損益では、当連結会計年度に事業拡大に備えた増床のため広島本社が入居中のビルの

区分所有権を取得しましたが、一部賃貸不動産も所有することになったため受取家賃ならびに

賃貸収入原価が発生しました。また、第三者割当増資ならびに公開買付等に係るコンサル報酬等

の支払手数料が多く発生したため、経常損失は３億 79 百万円（前年同期は３億 87 百万円の経常

利益）となりました。 

特別損益では、将来の収益獲得が見込まれなくなった固定資産の減損を行い、減損損失が発生

しました。 

また、税金費用は、繰延税金資産のスケジューリングを見直し、評価性引当金の範囲が拡大し

ております。 
これらの結果、親会社株主に帰属する当期純損失は４億 11 百万円（前年同期は３億１百万円

の親会社に帰属する当期純利益）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 当該補足説明資料は、公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。 

 

お問合せ先：株式会社データホライゾン 

管理本部長 内藤 慎一郎 ・ 経理部長 富永 美保 

（ＴＥＬ 082‐279‐5525）                       

以上 

（単位︓百万円）

売上⾼ 3,330 100.0 3,355 100.0 2,990 100.0 △365 △ 10.9

売上原価 1,551 46.6 1,552 46.3 1,733 58.0 181 11.7

売上総利益 1,779 53.4 1,803 53.7 1,257 42.0 △546 △ 30.3

販売費及び⼀般管理費 1,431 43.0 1,431 42.6 1,573 52.6 142 9.9
 うち研究開発費 141 4.2 141 4.2 223 7.5 82 58.2
営業利益 349 10.5 372 11.1 △316 － △688 －

経常利益 364 10.9 387 11.5 △379 － △766 －

特別利益 - 0.0 - 0.0 2 0.1 2 －

特別損失 14 0.4 14 0.4 53 1.8 39 281.9

税引前当期純利益 350 10.5 373 11.1 △430 － △804 －

法⼈税等 58 1.7 65 1.9 △28 － △93 －

当期純利益 292 8.8 309 9.2 △402 － △710 －

⾮⽀配株主に帰属する当期純利益 8 0.2 8 0.2 9 0.3 1 10.3

親会社株主に帰属する当期純利益 284 8.5 301 9.0 △411 － △711 －

(※）前連結会計年度に収益認識会計基準等を適⽤したものとした場合の数値です。

前連結会計年度 前連結会計年度 当連結会計年度

対修正後
前期⽐

増減率
（％）

⾦  額

当期数値

⾦  額 売上⽐
（％）

売上⽐
（％）

前期数値
修正後（※）

⾦  額

前期数値

⾦  額 売上⽐
（％）


